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柏
崎
の
虫
な
れ
ば
、
墾
の
と
ま
屋
も
程
近
し
。
名
は
縞
嶋
と
聞
き
ぬ
れ

ど
、
い
と
ピ
わ
び
し
き
村
つ
ピ
き
.
は
や
潰
遣
に
出
で
に
け
り
。
所

ま
だ
ら
に
滞
零
の
、
治
行
く
よ
り
も
っ
た
た
き
は
、
有
録
制
時
援
の
世

の
中
と
、
猶
も
無
常
を
さ
と
り
け
り
。
か
く
替
り
行
く
世
の
中
を
、

常
と
訟
も
ふ
ぞ
迷
ひ
な
る
。
波
音
高
く
風
あ
ら
く
‘
憂
を
身
に
つ
む

湊
な
る
、
渡
し
の
般
に
乗
ら
ん
と
て
.
注
門
取
あ
へ
宇
。

と
れ
や
此
の
か
の
岸
危
ら
ん
渡
し
守

し
で
の
山
路
の
道
し
る
べ
せ
よ

か
や
う
に
口
宇
さ
み
、
や
が
て
舶
よ
り
烏
り
て
、
暫
く
四
方
を
ぽ
眺

墜
し
、
貨
に
山
々
の
奥
に
積
る
民
自
の
雲
ぞ
.
皆
興
あ
り
と
見
ゆ
れ

ど
も
‘
や
が
て
日
影
に
消
ゆ
る
o
A
A
と
て
も
人
間
無
常
の
た
め
し
也
。

左
右
の
村
々
秋
の
か
り
ほ
の
仕
廻
ひ
っ
L
、
各
飽
り
せ
し
粧
ひ
は
‘
顔

淵
が
た
の
し
み
も
さ
と
そ
と
思
ひ
っ
h
.

頓
て
松
任
に
も
渚
き
ぬ
れ

ば
、
乗
物
よ
り
下
り
、
家
来
下
々
に
至
る
ま
で
、
食
事
懇
に
い
と
危

ま
せ
、
野
々
市
村
も
打
過
ぎ
て
、
東
を
透
に
詠
め
や
り
、
野
聞
の
松

山
見
え
ぬ
れ
ば
、
是
ぞ
嘗
所
の
高
野
山
、
浮
世
の
や
み
を
あ
き
ら
か

に
、
柴
し
み
極
め
は
か
り
な
ぎ
.
命
の
働
住
み
給
ふ
と
心
の
内
に
観
念

し
.
は
や
金
襟
に
参
着
し
.
先
づ
岡
嶋
備
中
が
宅
へ
立
寄
り
け
れ
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義
取
っ
て
押
鍛
き
‘
弓
手
の
脇
に
が
ば
と
突
立

τ、
聾
を
懸
け
て
引

廻
し
け
れ
ば
、
川
口
八
郎
兵
衛
太
刀
を
振
上
げ
、
絡
に
夢
想
の
鬼
叙

と
た
す
。
満
磁
の
面
々
一
皆
々
袖
を
ぬ
ら
し
け
り
。
別
け
て
興
力
共
、

・
家
来
共
、
常
々
の
情
を
祷
り
、
態
を
許
り
に
歎
き
け
り
。
頓
て
質
凶

寺
に
て
葬
迭
し
‘
歯
骨
を
ば
小
松
園
松
寺
へ
移
し
っ
弘
、
御
盤
骨
の

近
漣
に
納
め
け
る
と
云
々
。
三
州
志
に
云
ふ
。
品
川
左
門
雅
直
三
千

石
、
主
殿
組
也
。
高
治
元
年
十
二
月
四
日
於
昌
金
津
貧
困
寺
-
自
聾
.
介

錯
川
口
八
郎
兵
衛
也
。

O
高
垣
砦
枇

加
邦
銀
に
云
ふ
。
本
源
寺
尾
山
に
あ
り
し
頃
は
、
宗
徒
の
一
撲
大
将

共
所
々
に
要
容
を
構
へ
て
、
尾
山
を
守
護
す
o
樋
口
何
某
と
云
ふ
者

・
は
、
高
垣
に
居
す
。
左
近
将
監
と
云
ふ
者
は
椿
原
に
居
し
、
或
は
石

那
坂
等
‘
右
の
所
々
に
掻
上
を
榔
へ
て
蛾
居
し
、
土
民
を
随
従
し
て
、

我
意
を
振
舞
ふ
と
云
々
。
三
州
志
故
櫨
考
K
、
高
垣
櫨
は
石
川
郡
金
浦

郷
に
在
り
。
今
の
品
川
主
殿
第
地
也
と
云
ふ
。
と
あ
り
。
或
は
云
ふ
。

横
山
氏
の
醤
士
に
樋
口
次
郎
右
衛
門
と
い
ふ
あ
り
。
叉
問
弁
村
の
百

姓
に
樋
口
氏
の
者
あ
り
。
是
等
彼
の
子
孫
た
ら
ん
か
。

O
回
井
新
町

金
滞
古
蹟
志
巻
三
十
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ぽ
、
種
々
の
饗
に
て
日
暮
に
及
び
‘
浅
野
川
材
木
町
の
商
人
方
に
一

宿
す
。
元
よ
り
約
束
の
事
怠
れ
ば
町
脇
悶
普
左
衛
門
噂
ね
来
て
物
語

あ
り
。
温
付
き
装
束
改
め
、
質
問
寺
へ
同
道
也
。
質
問
寺
に
は
中
庭

に
盤
を
敷
き
、
四
方
に
垣
を
結
ひ
廻
し
、
幕
打
ち
て
待
ち
居
た
り
。

左
門
院
善
左
衛
門
を
伴
ひ
、
客
殿
に
上
り
、
手
水
鉢
に
指
向
ひ
、
う

が
ひ
手
水
心
静
陀
物
し
つ
aa

、
働
前
を
念
度
見
上
げ
.
傘
鑑
の
牌
前

に
長
り
て
.
闘
に
岡
向
也
。
火
鉢
に
立
寄
り
乎
を
あ
た
L

め
、
警
左

衛
門
と
一
っ
こ
っ
挨
拶
し
て
、
老
中
初
め
人
持
・
物
顕
の
様
々
参
詣

し
て
、
客
殿
に
結
居
け
れ
ば
‘
す
る
/
¥
と
立
寄
り
、
そ
の
程
に
随

ひ
倉
純
し
け
る
鉢
た
ら
く
、
げ
に
も
/
¥
利
常
卿
の
御
取
立
、
御
懇

に
被
v
遊
け
る
も
理
り
な
り
と
感
ぜ
ぬ
者
は
な
か
り
け
り
。
夫
よ
り
幕

の
内
に
入
り
、
指
料
の
備
前
長
光
を
、
形
見
注
り
と
て
河
口
八
郎
兵

衛
に
出
さ
る
h

。
共
後
盃
を
さ
し
か
は
し
、
左
門
申
し
け
る
は
、
か

や
う
に
期
を
延
ば
し
て
御
供
す
る
を
、
隠
し
た
り
と
思
ふ
者
有
る
ぺ

し
。
左
あ
れ
ば
切
腹
の
鯵
も
悪
口
す
ぺ
し
。
共
の
幕
打
上
げ
て
門
前

ま
で
見
ゆ
る
や
う
に
裁
許
せ
よ
と
、
矢
悶
次
左
衛
門
に
一
式
ひ
け
れ

ば
‘
長
候
と
て
撃
の
如
く
に
ぞ
し
た
り
け
る
。
共
の
時
友
門
付
髪
い

つ
く
し
く
ゆ
ひ
た
し
、
白
小
袖
に
上
下
着
し
‘
商
に
向
ひ
=
一
方
の
脇

元
総
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
岡
井
新
町
。
と
あ
り
。
按
守
る

に
、
改
作
書
奮
記
に
載
せ
た
る
‘
寛
文
元
年
四
月
問
弁
村
百
姓
等
連

署
願
書
に
、
地
子
に
た
ろ
し
家
を
治
ら
せ
申
分
、
井
御
用
地
に
被
=
召

占
御
替
地
共
、
今
程
家
数
多
罷
成
、
時
事
総
之
俄
百
姓
共
難
ν
成
。
絡

事
縮
之
儀
は
町
方
よ
り
裁
許
仕
様
に
被
v
成
可
v
被
v
T
I
云
々
。
と
あ
り

て
、
同
年
の
覚
書
に
、
金
滞
廻
り
百
姓
地
相
謝
干
し
、
定
小
物
成
御

円

山

崎

叫

M
C

印
幌
之
内
、
拾
五
匁
紺
屋
役
、
問
弁
村
百
新
姓
右
衛
門
、
拾
五
匁
紺

屋
役
、
同
村
百
姓
地
叉
四
郎
。
右
之
御
役
銀
百
姓
地
相
封
下
し
之
慮
、

蛍
年
町
方
に
付
渡
り
、
地
子
肝
煎
之
裁
許
分
に
罷
成
。
と
あ
り
。
関

井
村
百
姓
地
相
封
下
し
地
子
地
と
い
ふ
も
の
、
則
此
の
岡
井
新
町
な

ど
の
地
な
る
べ
し
。
此
の
町
地
明
治
四
年
戸
籍
編
成
町
名
改
正
の

時
、
岡
町
新
選
と
改
稿
し
、
同
十
二
年
郡
地
の
今
所
、
金
津
市
中
へ

合
併
の
時
.
町
地
に
嵐
せ
ら
れ
た
り
。

。
土
川
除

改
作
所
沓
記
に
、
享
保
六
年
七
月
廿
二
日
石
川
郡
問
井
村
領
土
川
除

之
上
地
磁
之
前
に
噴
嘩
有
v
之
云
々
。
と
見
え
、
上
野
村
惣
お
術
門
徒

進
書
に
、

石
川
郡
田
井
村
領
、
河
原
三
味
に
若
紫
勝
之
者
雨
入
喧
暗
仕
候
様
子
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